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当資料に記載されている内容は、金融商品取引法に規定された「広告」に該当しますので、下記の事項をご確認ください。

金融商品取引業者の商号： RCMジャパン株式会社

当社は、投資助言・代理業、投資運用業の業務を行う金融商品取引業者であり、登録番号は以下のとおりです。
関東財務局長 (金商) 第424号

社団法人 日本証券投資顧問業協会に加入

投資顧問契約および投資一任契約の対価とリスクについて
1. 対価の概要について

当社の提供する投資顧問契約および投資一任契約に係るサービスに対する年間報酬は、最終的にお客様との個別協議に基づき決定いたし
ます。
投資一任契約に係る報酬以外に有価証券等の売買委託手数料、投資対象資産が外国で保管される場合はその費用、その他の投資一任契
約に伴う投資の実行･ポートフォリオの維持のため発生する費用はお客様の負担となりますが、これらはお客様が資産の保管をご契約されて
いる機関(信託銀行等)を通じてご負担頂くことになり、当社にお支払い頂くものではありません。これらの報酬その他の対価の合計額につい
ては、契約資産額･保有期間･運用状況等により異なりますので、表示することはできません。
2. リスクの概要について

投資顧問契約に基づき助言する資産又は投資一任契約に基づき投資を行う資産の種類は、お客様と協議の上決定させて頂きますが、対象
とする金融商品及びデリバティブ取引等は、様々な指標等の変動の影響を受けます。 従って、投資顧問契約又は投資一任契約の対象とさせ
て頂くお客様の資産において、元本欠損を生じるおそれがあります。

以上

RCMは、ドイツを本拠とするアリアンツ・グローバル・インベスターズのグローバル株式運用部門です。運用資産は1,570億米ドル
（15兆6513億円）、従業員数は460名（うち、232名が運用関連スタッフ）、サンフランシスコ、フランクフルト、ロンドン、東京、香港、
シドニーに拠点を有しています。（08年3月末現在 米ドル＝99.69円換算）
グラスルーツ・リサーチは、RCM独自の調査部門で世界中に300名以上の市場調査員/レポーターが、アナリストによるファンダメ
ンタル・リサーチを補完するために、調査対象の収益機会及びリスクの両方について、通常の株式リサーチとは異なる側面から調
査を行っており、20年以上の実績があります。
調査レポートの要約の中から毎月旬の情報をお届けします。

RCMRCMRCMRCMととととGrassrootsGrassrootsGrassrootsGrassrootsSMSMSMSM （（（（グラスルーツグラスルーツグラスルーツグラスルーツ）））） リサーチリサーチリサーチリサーチについてについてについてについて

グラスルーツグラスルーツグラスルーツグラスルーツ・・・・リサーチリサーチリサーチリサーチのののの流流流流れれれれ

アナリストやポートフォリオ・マネージャーからの
依頼を受け、個別銘柄やセクターについての調
査を行います。プロジェクト・マネージャーが調査
を統括し、レポーターやフィールド調査員が業界
（市場）の情報源～コンタクト～から、投資対象
候補に影響を及ぼす市場トレンド、競合環境、ビ
ジネス展開などに関する情報を収集しています。
消費関連、小売り、医薬品、通信サービス、情報
技術、レジャー産業などでは、グラスルーツが特
に有効です。

グラスルーツグラスルーツグラスルーツグラスルーツ・・・・リサーチリサーチリサーチリサーチのののの優位性優位性優位性優位性

• 独自性

• 銘柄やセクターに対するポートフォリオ・マネ
ジャーの確信度の向上

• ファンダメンタル分析を補完
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ごごごご留意事項留意事項留意事項留意事項：：：：
グラスルーツ・リサーチはRCMの一事業部門です。掲載された情報及び意見は、レポーター及びフィールド調査員からもたらされた事実ないしその他の情報に基づいたものです。レポーター
及びフィールド調査員は、RCMないしその関係会社に、RCM顧客のために執行される売買発注による手数料収入を得てリサーチ情報を提供するブローカー・ディーラーと独立した契約を結ぶ
ことで、業務を行っています。RCMは、情報源について信頼性があり、誠実に情報提供を行っていると信じていますが、情報の正確性や完全性を保証するものではありません。RCMは当資料
の更新、変更、修正の義務、または、当資料の内容の変更や結果として正確性が失われた場合に受領者に通知する義務は負っていません。さらに、当資料に反映されていない情報をRCM
が有している場合があります。RCM及びその関係会社は当資料に含まれる情報によって直接的あるいは間接的に発生した損失や損害に対する責任は負わないものとします。RCM及びその
関係会社、役職員、顧客は自己のアカウントに保有する当資料掲載銘柄または関連銘柄に影響を与える、または、影響を受ける場合があります。作成会社の事前の承諾なく、当資料の一部
または全部を使用、複製、転用、配付等することを禁じます。
RCMはサンフランシスコ、ロンドン、フランクフルト、東京、香港、シドニーに拠点を有する資産運用会社です。
本資料は情報提供を目的として、当社（RCMジャパン株式会社）の関係会社であるRCM Capital Management LLC（以下、「作成会社」）が作成した英文資料を当社が翻訳（または抄訳）したも
のであり、特定の証券や金融商品等の推奨や販売勧誘をするものではありません。翻訳（または抄訳）には正確を期していますが、必ずしも完全性を当社が保証するものではありません。ま
た、抄訳の場合には、原資料の趣旨を必ずしもすべて反映した内容になっていない場合があります。本資料に記載されている内容は既に変更されている場合があり、また、予告なく変更され
る場合があります。本資料には将来の市場の見通し等に関する記述が含まれている場合がありますが、それらは資料作成時における作成会社の見解であり、将来の動向や結果を保証する
ものではありません。また、過去のパフォーマンスや動向は将来の収益や結果を保証するものではありません。作成会社の事前の承認なく、当該資料の一部または全部を使用、複製、転用、
配付等することを禁じます。

RCMRCMRCMRCMジャパンジャパンジャパンジャパン株式会社株式会社株式会社株式会社

問合せ先：営業部 03-6229-0200（代表）

アップルブランドアップルブランドアップルブランドアップルブランド（（（（欧州欧州欧州欧州、、、、アジアアジアアジアアジア））））

“昨年昨年昨年昨年とととと比比比比べべべべ、、、、現在現在現在現在アップルアップルアップルアップル社製社製社製社製ののののPCPCPCPCをををを購入購入購入購入したいとしたいとしたいとしたいと

考考考考えるえるえるえる回答者回答者回答者回答者がががが大幅大幅大幅大幅にににに増増増増えているえているえているえている””””

調査によると、回答者の43％がアップルブランドを所有しており、インド

と中国はほとんど保有していない。事実インドと中国の回答者はアップ

ル社の広告に最も親しみがなく、香港では同社の広告は魅力がないと

考えられている。インドのアップルブランドに対するイメージは他の調査

国より比較的ポジティブな一方で中国と香港ではほとんどがニュートラ

ルな反応だった。一般的にエマージング市場はPC売上げにおいて重要

な成長エリアである。現にインドの回答者の56％、中国の回答者の

45％が今後12ヶ月以内でのPCの購入を計画している。複数商品投入

による相乗効果と共に、全調査国において他のブランドよりアップル社

のPCを購入したいという驚異的な強い選好が観測された。45％のアッ

プルユーザーは次回購入するならMacのノートPCもしくはデスクトップ

PCだと答えたのに対し、アップルユーザー以外からの支持は17％だっ

た。昨年と比べ、現在アップル社製のPCを購入したいと考える回答者

が大幅に増えており、中でもインドは最も好意的な変化が見られた。他

のハイテク商品について、56％のインド回答者が一年以内の携帯音楽

プレーヤーの購入を計画しており、中国では33％だった。香港以外の

全調査国でiPod所有者に調査をしたところ、非所有者への調査に比べ

アップル製品の支持率が高かった。一方iPhoneの需要は全体的に高く、

日本を除くアジアで17％、日本で12％、欧州で10％が来年購入したいと

考えている。中国は17％が購入意欲が高く、主に急成長する高所得者

層が含まれる。アップル社製品を所有する中国回答者の実に45％が

iPhoneを購入したいと考えている。

インターネットインターネットインターネットインターネット広告広告広告広告（（（（韓国韓国韓国韓国））））

““““DaumDaumDaumDaum CommunicationsCommunicationsCommunicationsCommunicationsははははNaverNaverNaverNaverにににに代代代代わるわるわるわるコストコストコストコスト

パフォーマンスパフォーマンスパフォーマンスパフォーマンスのののの良良良良いいいいインターネットインターネットインターネットインターネット広告広告広告広告ののののプラットプラットプラットプラット

フォームフォームフォームフォームとととと考考考考えられているえられているえられているえられている””””

調査によると、景気後退にも拘らず08年のインターネット広告費は対

前年比で平均18％、09年は平均21％増加するものと予想された。1回

のクリックに対する費用はインターネット広告の需要の高まりを受け、

08年は対前年比平均7％増加、09年は平均21％増加すると予想され

た。NHN社の“Naver”がインターネット広告のプラットフォームとして最

も人気が高く、08年のインターネット広告総予算の推定53％を獲得し

ている。とはいえ同社の高額な広告レート、不十分な顧客サービス、

広告スポンサーへの待遇の悪さにより、08年のNaverへの予算割振り

は対前年比で横ばいに留まっている。一方でDaum Communications

社がNaverに代わるコストパフォーマンスの良いインターネット広告の

プラットフォームとして、また今後成長が期待できるポータルサイトとし

て挙げられた。事実Daumへの08年の予算割振りは対前年比で平均

5％増加することが予想されている。ある回答者は、「国内の広告スポ

ンサーはDaumが国内で最大のオンライン会員数をもっていることに注

目している」と話した。GoogleとOverture（Yahoo!）については、広告ス

ポンサーからの人気はGoogleの広告プラットフォームである

“AdWords”がOvertureの“Panama”を上回った。AdWordsの検索能力

とコスト・パフォーマンスが支持された。事実Googleへの広告予算は08

年で平均4％、09年では5％の伸びが期待されている。一方で

Overtureは、高額な広告レート、広告利用の制限、クリック詐欺等の

問題から08年、09年共に成長は見込めないとされた。

GrassrootsGrassrootsGrassrootsGrassroots℠℠℠℠マーケットマーケットマーケットマーケット・・・・モニターモニターモニターモニター＜市場のトレンド分析＞【【【【今月今月今月今月ののののリサーチリサーチリサーチリサーチ】】】】

調査対象：16歳以上のPCユーザー（欧州、アジア）

小売店小売店小売店小売店におけるにおけるにおけるにおける08080808年景気刺激策税還付金年景気刺激策税還付金年景気刺激策税還付金年景気刺激策税還付金のののの消費動向消費動向消費動向消費動向（（（（米米米米））））

““““食料品店食料品店食料品店食料品店ではではではでは、、、、税還付金税還付金税還付金税還付金によるによるによるによる店内消費店内消費店内消費店内消費はははは次第次第次第次第にににに

衰衰衰衰えつつあるえつつあるえつつあるえつつある””””

消費者は政府が行った08年景気刺激策で受けとった税還付を小売店

で消費しているかという調査を行った。ウォルマートによる小切手の現

金化キャンペーンは、一日あたり10人～300人の買い物客を引き付け、

消費を促し、売り上げは期待値に達している。関係者は、「一日で1万ド

ルを税還付小切手のみで売り上げた。ここで現金化した小切手は誰も

外では使わない、彼らは店の中で消費している」と話した。Target（米

ディスカウント百貨店チェーン）では多くの回答者が週次の売上げは安

定していると答えたが、半数以上が税還付金の消費は期待外れだった

と答えた。関係者は、「税還付金の恩恵は全くない。少なくとも少しは影

響があるかと思ったが、多くの消費者は貯蓄に回したりガソリンを購入

しているようだ」と話した。デパートの多くの回答者も同様に売り上げは

通常どおりで税還付による影響はほとんどないと答えた。一方食料品

店では回答者の意見はまちまちだった。ある関係者は、「キャンペーン

開始当初の5月はかなり強い勢いがあり急騰したが、次第に衰えつつ

ある」と話した。1ドルショップは週次の売上げは安定していると答えた

が、多くの回答者は税還付の影響をほとんど期待していない。

シングルシングルシングルシングル・・・・カップカップカップカップ・・・・コーヒーメーカーコーヒーメーカーコーヒーメーカーコーヒーメーカー（（（（米米米米））））

““““今後今後今後今後6666ヶヶヶヶ月以内月以内月以内月以内にににに購入購入購入購入をををを検討検討検討検討しているしているしているしている回答者回答者回答者回答者のののの

人気人気人気人気トップトップトップトップははははKeurigKeurigKeurigKeurig””””

調査によると、Green Mountain Coffee Roasters社のKeurigシリーズの

ユーザーの多くはシングル・カップ・コーヒーメーカーは従来のコーヒー

メーカーに比べはるかに優秀だと評価している。Keurigシリーズ・ユー

ザーの購入理由上位として便利さ、目新しさ、一人暮らしが挙げられた。

さらに多様性と品質・味が優れているとされたが、コストパフォーマンス

の面では評価されなかった。多くの回答者が既存のコーヒーメーカー

の買い替えにKeurigシリーズを選んでいる。Keurigユーザーでない回

答者41％も他ブランドのシングル・カップ・コーヒーメーカーを所有して

おり、このタイプのコーヒーメーカーの人気の伸びを反映している。他

ブランドではTassimo（Kraft Foods社）が最も人気があり、次いで

Cuisinart（Lifetime Brands社)とKrups（SEB社）が挙げられた。Keurig以

外のブランドを購入した理由の上位に機能と値段が挙げられた。事実

多くの回答者が他ブランドを100米ドル以下で購入している。ブランドの

シングル・カップ・コーヒーメーカーを所有していない回答者は既存の

コーヒーメーカーで満足しているとのことから今後6ヶ月以内の購入予

定はないとした。中にはコストと不便さを指摘した人もいる。今後6ヶ月

以内に購入を検討されている人気トップブランドはKeurigで、同ブランド

の認知度の高さを反映している。

調査対象：広告スポンサー、広告代理店（韓国）

調査対象：大型小売店、デパート、食料品店、

1ドルショップ（米）

調査対象：従来のコーヒーメーカーまたは

シングル・カップ・コーヒーメーカー所有者（米）


